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定例会は年4回
今回は令和４年12月に開催しました
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12月定例会号
宮崎市の今を見つめ、未来へつなぐ

QRコードをスマートフォンで
読み取って活用してください。
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・市政のここが聞きたい！ 一般質問   4
・常任委員会の審査報告   9
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・市議会からのお知らせ／編集後記   12
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開かれた市議会へ!

「わくわくがいっぱい」の宮崎市フェニックス自然動物園「わくわくがいっぱい」の宮崎市フェニックス自然動物園
2月28日（火）まで小・中学生入園料無料!!2月28日（火）まで小・中学生入園料無料!!



 ◎入り口から動物や遊具のブースまでの距離が離れており、
坂道もきついため、周遊する乗り物を整備するなど、高齢
者や体の不自由な人への配慮をしてほしい。
 ◎食事のメニューの充実や、若いカップルが立ち寄りやすい
ようにおしゃれなカフェを設置するなど、レストランの充実
を図ってほしい。
 ◎いつまでも使用できない遊具があることから、早期に修繕
を行うとともに、遊園地のような遊具施設の充実を図って
ほしい。

市民からの意見

建設企業分科会

テーマ 宮崎市フェニックス自然動物園について

総務財政分科会

 ◎マンションの増加、空き家問題などにより、自治会存続の
危機を感じる。
 ◎自治会制度は、少子高齢化の今の時代に合っていないの
ではないか。
 ◎自治会役員に女性をもっと登用すべきではないか。
 ◎自治会の加入の仕方が分からない（ネット参加者より）。
 ◎防犯灯について、加入世帯の少ない自治会の負担が大きく大
変な中、自治会に加入していない人も恩恵を受けているので不公平感があるのではないか。
 ◎市の職員は地域に根差し活動してほしい。

《報告内容》

 ◎数か所同時に避難所開設を。
 ◎防災ラジオが聞きにくい。
 ◎佐土原町広瀬地区:戸数 500 戸に対し1台の防災行政無線では少ない。
 ◎佐土原町東町地区:老朽化ポンプを早急に改修してほしい(福島排水機場)。

◎ 保健所や市総合体育館が隣接する中央公園に。 
◎ 駅周辺が賑わい街の活性化につながる。

宮崎市議会では、市民に開かれた市議会を目指し、日頃の議会活動についての報告会を開催しました。 報告会では常任委員
会や特別委員会の活動報告のほか、4つの常任委員会分科会に分かれて、市民の皆さまからご意見をいただく広聴会もあり
ました。報告会の概要と広聴会でいただいた意見を紹介します。

於 宮崎市佐土原総合文化センター（10月22日於 宮崎市佐土原総合文化センター（10月22日土土）、宮崎市清武文化会館（11月2日）、宮崎市清武文化会館（11月2日水水））

今回は初めて、デジタル技術を使って「市民と議会の距離を
なくすこと」（DX）を目的に議会報告会の現地開催と併用で 
LIVE配信を実施しました。

◎ 子どもたちに文化の森の自然を残して。
◎ 現地でないとニシタチが寂れるのではないか。

【駅周辺候補の場合】

【現地候補の場合】

●議会運営委員会…議会の仕組みなど

●特別委員会…今年度のテーマを含めた活動状況など

●常任委員会…審査内容、先進地行政視察など

市民からの意見

市民からの意見市民からの意見

市民からの意見

市民経済分科会

議会報告会を開催しました
皆さまにとって身近な市議会へ皆さまにとって身近な市議会へ

テーマ 1テーマ

テーマ 2

新庁舎について自治会について

防災について

 ◎貧困世帯に対する支援が行き届いているか不安。
 ◎子育ては親が基本であるが、親も勉強しなくてはならない
親育ても必要。
 ◎タブレット教育における指導者不足の現状。
 ◎学校トイレの整備。
 ◎入手しやすい子育て情報のあり方。
 ◎行政手続きの簡素化など。

市民からの意見

文教民生分科会

テーマ 子育てで困っていることについて
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市政のここが聞きたい！

一般質問
登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。

一般質問の映像を公開していますので、
詳しい内容は右のQRコードをスマートフォンで読み取ってご確認ください。

宮崎市議会
議会中継
Webサイト 一般質問は、

市政全般の問題について
市の方針を問うものです。

令和4年第9回（12月）定例会では、
12月5日～8日までの４日間にわたり、
16人の議員が質問に立ちました。
そのなかから主なものを、
登壇順にご紹介します。

市政の
ここが聞きたい！

一般質問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表内左より、登壇順・質問者（一般質問時の会派）・質問内容を掲載しています

令和4年 第9回（12月）宮崎市議会定例会　一般質問一覧

12月6日（火）

6 日髙　透
（令政会）

市長ホットライン、適格請求書等保存方式、会
計管理者制度、国土調査、漏水対策、国民健康
保険税とコロナ減免について

7 近藤 慶子
（前新会）

まちづくりの現状と今後の課題、森林環境整
備、安全な道路維持、クロスモール清武対岸の
崩落危険性、海外姉妹都市交流について

8 今田 裕信
（同志会）

危機管理の対応、公共施設・用地の整備と管
理、教育問題、農林水産業の諸問題、まちづく
り、今後の観光資源の取組について

9 島田 健一
（公明党）

希望あふれる環境整備（ひきこもり対策等）、
乗合タクシー制度、浮田ランプ信号への矢印
信号の設置、家庭ごみの分別等について

12月5日（月）

1 上田 武広
（公明党）

新型コロナウイルス対策、騒音・振動対策、防
災、投票所、グリーンライフ・ポイント、地域介
護、トイレ整備等について

2
松田 浩一

（立憲・国民・
社民の会）

学校給食費の公会計化、中学校部活動の地域
移行計画について

3 日髙 貞次
（同志会）

物価高、廃棄物処理施設、自治会と地域活動
について

4 太場 祥子
（公明党）

防災、子宮頸がんワクチン、子育て支援、若者
支援、公用車、根井三郎の顕彰、性的少数者支
援について

5 谷口 真理子
（公明党）

女性職員の活躍、インクルーシブ教育、不登校
対策、鏡洲小学校の放課後児童クラブ、送迎用
バスの安全確保について

12月8日（木）

13
上沖 篤史

（立憲・国民・
社民の会）

動物愛護、福祉従事者の賃金処遇改善、生活
保護、災害危険箇所、不妊症・不育症支援につ
いて

14 黒木 恒一郎
（市政同志会）

新庁舎建設、定期監査における不適切事項、福
祉サービス事業者の行政処分、住宅新築資金
等貸付事業等について

15 松山 泰之
（政友会）

「おいしさ日本一」の宮崎牛を活かした戦略、
入札制度等、保育士の処遇等、国民保護法に
基づく本市の役割について

16 松山 清子
（はまゆう）

Ｇ７宮崎農業大臣会合、国民スポーツ大会、土
砂災害警戒区域の表示、雑草対策、デジタル社
会について

12月7日（水）

10 冨永 千香
（前新会）

不登校児童生徒への支援、子供のマスク着用、
野良猫を増やさないための取組について

11 山口 俊樹
（前新会）

組織・人材育成、都市計画道路、土地の開発、
諸問題（公共施設のあり方、防災、小中学校、新
庁舎、まちづくり）について

12 図師 勝幸
（市政同志会）

令和５年度予算編成、子供の死亡事故（送迎
バス置き去り事故等）、久峰総合公園整備、新
町・追手団地建替事業について
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問
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
応
す

る
た
め
、
気
象
の
プ
ロ
の
視
点
か
ら
自
治
体
に

助
言
な
ど
を
行
い
、
自
治
体
の
災
害
対
応
力
の

強
化
と
な
る
「
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の

導
入
は
で
き
な
い
か
。

答
市
民
や
職
員
な
ど
の
気
象
防
災
に
か
か
る

基
礎
知
識
の
向
上
や
、
本
市
の
災
害
対
応
力
の

強
化
に
つ
な
が
る
「
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
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の
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
障
が
い
が
あ
り
投
票
行
動
に
参
加
し
づ
ら

い
方
に
、
代
理
投
票
の
希
望
の
有
無
や
、
そ
の

他
、
支
援
が
必
要
な
事
項
を
記
入
で
き
る
「
投

票
支
援
カ
ー
ド
」
の
採
用
は
で
き
な
い
か
。

答
選
挙
人
の
意
思
確
認
の
有
効
な
手
段
と
考

え
て
い
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
宮
崎
県
知
事
選

挙
か
ら
導
入
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
前
立
腺
が
ん
・
膀
胱
が
ん
に
な
る
方
が

増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
庁
舎
内
の
男
性
用
ト

イ
レ
に
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
な
ど
を
捨
て
る
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
男
性
用
ト
イ
レ
に
お
い
て
も
、サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問
給
食
申
込
書
の
契
約
者
は
誰
な
の
か
。

答
小
中
学
校
に
お
い
て
、
入
学
時
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
等
で
給
食
提
供
に
つ
い
て
説
明
し
、
保
護

者
の
了
承
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
保
護
者
と
校

長
と
の
契
約
で
あ
る
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認
識
し
て
い
ま
す
。

問
徴
収
方
法
を
決
定
し
て
い
る
の
は
誰
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
徴
収
し
て
い
る
の
か
。

答
経
緯
が
不
明
だ
っ
た
５
校
を
除
き
、
約
９

割
の
学
校
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
議

で
決
定
し
、
残
り
の
約
１
割
は
校
長
の
決
定
と

の
こ
と
で
す
。
徴
収
方
法
は
口
座
振
替
が
約
９

割
、
現
金
集
金
が
約
１
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
Ｐ
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Ａ
会
費
か
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食
費
会
計
へ
充
当
す

る
な
ど
の
処
理
は
な
さ
れ
て
い
な
い
か
。

答
調
査
の
結
果
、
学
校
給
食
費
の
収
納
率
を

上
げ
る
た
め
に
他
会
計
か
ら
繰
入
等
を
行
っ
て

い
る
学
校
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
食
材
費

の
支
払
い
を
遅
延
さ
せ
な
い
た
め
、
学
校
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
協
議
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
の
益
金
か
ら
一

時
的
に
立
て
替
え
を
行
っ
て
い
る
学
校
が
２
校

あ
り
ま
し
た
。

問
地
域
移
行
計
画
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
中
学

校
部
活
動
は
学
校
教
育
に
な
る
の
か
、
社
会
教

育
に
な
る
の
か
。

答
移
行
後
の
部
活
動
は
、
現
在
の
学
校
教
育

の
一
環
か
ら
、
社
会
教
育
の
一
環
と
な
る
も
の

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

問
原
油
高
・
原
材
料
高
の
影
響
等
に
つ
い
て

の
現
状
把
握
と
今
後
の
対
応
等
は
。

答
生
活
困
窮
世
帯
に
対
す
る
伴
走
型
の
支
援

を
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、
様
々
な
課
題
の
解

決
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
油
・
原
材
料
高
の
影
響
が
長
期
化
す
る
こ
と

を
見
据
え
た
地
域
の
経
済
対
策
に
つ
い
て
は
関

係
機
関
と
連
携
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問
廃
棄
物
処
理
施
設
に
関
す
る
要
望
書
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
。

答
事
業
者
に
対
し
て
地
元
説
明
会
を
開
催
す

る
よ
う
に
助
言
し
、
開
発
審
査
会
の
中
で
要
望

書
の
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
発
生
以
降
、
今
日
に

至
る
ま
で
の
間
の
自
治
会
等
の
活
動
の
変
化
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答
感
染
対
策
を
十
分
行
っ
た
う
え
で
、
ほ
と

ん
ど
の
地
域
が
工
夫
し
て
自
治
会
活
動
を
実
施

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問
通
学
区
域
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
。

答
地
域
の
活
動
が
児
童
生
徒
の
健
や
か
な
成

長
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
通
学
区
域
に
関
し
て
は
、
今
後
と

も
地
域
の
実
情
や
保
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者
の
意
向
等
を
踏
ま

え
、
適
切
な
運
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
産
後
の
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親
の
体
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回
復
、
睡
眠
不
足
解

消
の
た
め
の
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
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て
、

ど
う
考
え
て
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る
か
。

答
産
後
う
つ
や
乳
幼
児
虐
待
を
予
防
し
、
母

子
と
も
に
健
康
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
た
め
、
医
療
機
関
や
助
産
所
な
ど
の
関
係

機
関
と
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
、
公
用
車
に
電
気

自
動
車
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
昨
年
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
み
や
ざ
き
」

宣
言
を
し
ま
し
た
。
電
気
自
動
車
の
導
入
に
つ

い
て
も
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
有
効

な
手
段
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
現
在
導
入
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
根
井
三
郎
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、

貴
重
な
資
料
を
常
設
展
示
す
る
「
根
井
三
郎
記

念
館
」
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
い
つ
で
も
資
料
を
観
覧
で
き
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
新
た
に
「
記
念
館
」
を
設
置
す
る
の
は
難

し
い
た
め
、
既
存
施
設
の
利
用
な
ど
、
よ
り
効

果
的
な
資
料
の
展
示
方
法
に
つ
い
て
地
域
の
皆

様
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

物
価
高

廃
棄
物
処
理
施
設

自
治
会
と
地
域
活
動

防
災

投
票
所

安
全
で
快
適
な
ト
イ
レ

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
計
画

子
育
て
支
援

公
用
車

根
井
三
郎
の
顕
彰

12月7日（水）に予定されていた中村鉄兵議員の一般質問は取り下
げとなりました。

※９月定例会号（11月発行）Ｐ５の前田広之議員の段中のタイトル「消防行政」と
あるのは、正しくは「道路行政」の誤りでした。また、Ｐ９の「表決が分かれた議案
の会派別賛否一覧」の表中「立憲・国民・社民の会（４）」とあるのは、正しくは「立
憲・国民・社民の会（６）」の誤りでした。訂正してお詫びいたします。
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市政のここが聞きたい！

一般質問 登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。
一般質問の映像を公開していますので、詳しい内容は右のQRコードをスマートフォンで読み取ってご確認ください。

宮崎市議会
議会中継
Webサイト

問
２
０
１
５
年
以
降
、
人
材
育
成
の
た
め
に

市
職
員
の
民
間
派
遣
を
と
訴
え
て
き
た
が
、
な

か
な
か
実
現
し
な
い
。
民
間
へ
の
派
遣
に
つ
い

て
の
検
討
状
況
を
伺
い
た
い
。

答
民
間
派
遣
は
、
人
材
育
成
の
た
め
に
非
常

に
有
効
な
手
段
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
来
年
度

の
国
・
県
な
ど
を
含
め
た
外
部
へ
の
職
員
派
遣

を
検
討
す
る
中
で
、
民
間
派
遣
に
つ
い
て
も
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
の
目
標
見
直
し

を
行
う
よ
う
だ
が
、
全
国
平
均
に
届
く
よ
う
な

高
い
目
標
を
掲
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

答
現
在
行
っ
て
い
る
「
宮
崎
市
学
校
施
設
長

寿
命
化
計
画
」
の
中
間
見
直
し
の
中
で
、
全
国

平
均
を
上
回
れ
る
よ
う
、
洋
式
化
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
ま
ち
の
更
新
期
を
迎
え
、
広
い
視
野
を
持

ち
、
ま
ち
の
将
来
を
描
く
役
割
を
だ
れ
か
が
担

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。都
市
開
発
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
よ
う
な
組
織
を

作
る
考
え
は
な
い
か
。

答
民
間
事
業
者
か
ら
も
ま
ち
づ
く
り
組
織
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
前
向
き
な
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、
組
織
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
来
年
３
月
、
６
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
Ｗ

Ｂ
Ｃ
に
向
け
て
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
宮
崎
合
宿
や
大

リ
ー
グ
の
エ
ン
ゼ
ル
ス
・
大
谷
翔
平
選
手
の
参

加
意
向
な
ど
が
報
道
さ
れ
、
宮
崎
市
の
注
目
度

が
高
ま
っ
た
と
思
う
。
侍
ジ
ャ
パ
ン
宮
崎
合
宿

を
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
て
国
内
外
に
本
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
「
侍
ジ
ャ
パ
ン
」
強
化
合
宿
は
来
年
の
２

月
17
か
ら
27
日
ま
で
の
11
日
間
の
日
程
で
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。
全
国
か
ら
多
く
の
お
客
様

が
本
市
を
訪
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
、

本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て

本
市
に
来
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
お
も
て
な
し
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
や
家
族
等

を
継
続
的
に
支
援
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
と
し

て
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
大
和
市
で
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。「
ひ
き
こ
も
り
支
援
条
例
」
の
制

定
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を
持
つ
家
族
の

会
「
宮
崎
県　

楠
の
会
」
の
皆
様
の
ご
意
見
な

ど
も
お
伺
い
す
る
と
と
も
に
、
他
自
治
体
の
条

例
制
定
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
性
も

含
め
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
戸
田
市
な
ど
の
事
例
を
参
考
に
、
民
間
と

の
連
携
で
支
援
が
届
き
難
い
児
童
生
徒
へ
の
新

た
な
学
び
の
支
援
策
は
で
き
な
い
か
。

答
戸
田
市
な
ど
の
事
例
を
参
考
に
、
楽
し
く

学
べ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

問
他
市
が
取
り
組
み
成
果
を
上
げ
て
い
る
校

内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
小
中
学
校
内
に
教
室
を
確
保
し
、
教
員
免
許

を
有
す
る
職
員
派
遣
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
お
願
い
し
て
い
た
支
援
情
報
を
網
羅
で
き

る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
作
成
の
進
捗
を
伺
い
た
い
。

答
年
内
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
マ
ス
ク
着
用
の
弊
害
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
に
着
脱
の
指
導
を
徹
底
で
き
な
い
か
。

答
学
校
や
家
庭
へ
の
通
知
で
マ
ス
ク
を
外
す

指
導
に
つ
い
て
も
明
記
し
て
い
ま
す
。

問
文
部
科
学
省
か
ら
の
学
校
給
食
の
際
に
適

切
な
対
策
を
と
れ
ば
会
話
は
可
能
と
す
る
通
知

を
も
っ
て
、楽
し
い
給
食
の
時
間
に
で
き
な
い
か
。

答
校
長
や
教
職
員
が
理
解
し
取
り
組
み
や
す

い
具
体
的
な
指
導
方
針
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

問
熊
本
市
の
視
察
を
活
か
し
、
雄
雌
頭
数
制

限
の
な
い
不
妊
去
勢
手
術
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

答
効
果
的
な
作
業
体
制
や
麻
酔
器
を
追
加
導

入
し
て
、
年
間
千
頭
を
目
標
に
手
術
対
象
範
囲

の
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
清
山
市
長
就
任
後
、
初
め
て
と
な
る
令
和

５
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針
に
、
市
長
の
思
い

は
ど
の
様
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
か
。

答
「
力
強
い
経
済
へ
の
挑
戦
」「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
社
会
づ
く
り
」「
未
来
へ
の
投
資
」
を
設
定

し
、
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
施
策
を
行
い
ま
す
。

問
静
岡
県
で
の
幼
稚
園
送
迎
バ
ス
置
去
り
死

亡
事
故
を
受
け
て
の
本
市
の
対
応
と
、
安
全
装

置
設
置
義
務
化
へ
の
対
応
は
。

答
送
迎
バ
ス
運
行
の
47
施
設
へ
安
全
確
認
の

徹
底
通
知
と
実
地
調
査
を
行
い
、
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
早
急
に
対
応
し
ま
す
。

問
多
い
日
に
は
、１
０
０
台
超
の
車
が
駐
車
し
て
い
る
が
、

利
用
者
数
に
よ
る
ト
イ
レ
の
設
置
基
準
は
な
い
の
か
．
ま
た
、

シ
ン
ボ
ル
的
な
噴
水
等
の
施
設
の
改
修
は
で
き
な
い
か
。

答
公
園
の
規
模
や
利
用
状
況
の
類
似
す
る
施

設
を
参
考
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
噴
水
施
設
等

の
改
修
は
費
用
が
多
額
と
な
る
た
め
困
難
で
す
。

問
建
替
工
事
に
際
し
、
入
居
者
へ
ど
の
よ
う

な
説
明
を
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
現
在
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
た
い
。

答
事
業
の
概
要
に
加
え
移
転
時
期
、
家
賃
、

移
転
先
等
の
希
望
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
完
成

は
令
和
６
年
度
中
に
な
り
ま
す
。

問
今
回
の
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
検
討
の
予
算

で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
す
る
予
定
か
。

答
高
齢
化
や
人
材
の
固
定
化
な
ど
の
問
題
を

発
展
的
に
調
査
検
討
す
る
た
め
、
中
学
生
や
地

域
協
議
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
付
金
評
価
委
員
会

委
員
を
中
心
に
検
討
会
議
を
行
う
予
定
で
す
。

問
双
石
山
登
山
口
ト
イ
レ
設
置
要
望
の
進
捗

状
況
、
椿
山
キ
ャ
ン
プ
場
再
開
や
加
納
小
学
校

の
た
ん
け
ん
の
森
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。
ま

た
、
自
然
休
養
林
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
。

答
双
石
山
ト
イ
レ
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い

ま
す
。
椿
山
キ
ャ
ン
プ
場
は
貴
重
な
資
源
と
し

て
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
今
後
協
議
し
、
加
納

小
学
校
の
た
ん
け
ん
の
森
は
授
業
や
多
彩
な
体

験
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
自
然
休
養
林
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
す
み
わ
た
る
緑
へ
の
ダ

イ
ブ
宮
崎
自
然
休
養
林
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

問
ク
ロ
ス
モ
ー
ル
清
武
対
岸
の
急
傾
斜
地
崩

落
の
危
険
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
崩
落
に
関
し
て
は
表
層
崩
壊
で
川
の
土
砂

の
撤
去
を
実
施
し
て
お
り
、
川
の
容
量
な
ど
の

計
算
で
崩
落
の
危
険
性
は
考
え
に
く
い
で
す
。

県
へ
の
連
絡
や
避
難
指
示
な
ど
早
目
の
対
策
を

取
り
ま
す
。

問
指
定
避
難
所
に
、
毛
布
等
は
準
備
し
て
あ

る
の
か
。

答
今
後
は
、
開
設
す
る
す
べ
て
の
避
難
所
に

つ
い
て
、
開
設
の
前
に
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

問
宮
崎
市
の
接
道
を
条
件
に
建
築
許
可
が
出

て
い
た
の
が
、
市
の
接
道
が
な
く
な
っ
て
許
可

が
下
り
な
い
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

答
用
途
廃
止
と
な
る
市
営
住
宅
跡
地
は
、
原

則
と
し
て
民
間
売
却
の
方
針
で
す
が
、
通
路
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
方
と
協
議
し
、
接
道
要

件
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
調
整
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

問
燃
油
価
格
高
騰
を
踏
ま
え
、
今
後
の
園
芸

農
家
へ
の
支
援
制
度
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
。

答
燃
油
価
格
の
上
昇
に
応
じ
て
交
付
す
る
国

の
「
施
設
園
芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
今
後
の
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
へ
の
財

政
支
援
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
地
域
団
体
の
代
表
や
有
識
者
に
よ
る
会
議

を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
課
題
、

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問
11
月
に
出
席
扱
い
と
し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
と
、
そ
の
要
件
を
伺
い
た
い
。

答
要
件
を
満
た
し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
エ

デ
ュ
コ
ラ
ボ
、
き
ぼ
う
高
等
学
院
、
に
じ
の
り
ず

む
、
ヒ
ミ
ツ
キ
チ
、
ふ
り
す
く
、
マ
ナ
ビ
ヤ
の
６

施
設
。
要
件
は
施
設
に
お
け
る
相
談
、
指
導
が
不

登
校
児
童
生
徒
の
社
会
的
な
自
立
を
目
指
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
個
別
指
導
の
適
切
な
支

援
を
実
施
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
こ
と
等
で
す
。

問
「
鏡
洲
小
学
校
の
将
来
を
考
え
る
会
」
か

ら
提
出
さ
れ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
を

希
望
す
る
要
望
書
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

答
要
望
書
は
地
域
の
意
向
を
踏
ま
え
提
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
設
置
に

つ
い
て
真
摯
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
た
め
の
保

護
者
の
就
労
状
況
や
設
置
を
検
討
す
る
た
め
の

具
体
的
な
調
査
を
、
年
明
け
を
目
途
に
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
読
み
書
き
の
困
難
な
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
等

の
合
理
的
配
慮
の
周
知
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
活
用
事
例

を
紹
介
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
支
援
に
つ
な
が

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
市
民
の
意
見
提
言
を
ど
う
受
け
取
り
、
評

価
し
、
市
政
運
営
に
反
映
し
た
か
。

答
毎
朝
チ
ェ
ッ
ク
し
、
気
づ
か
な
い
意
見
も

あ
り
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
早
急
に
対
応
の
必

要
な
案
件
は
速
や
か
に
改
善
す
る
よ
う
指
示
を

行
い
ま
し
た
。
様
々
な
判
断
を
す
る
際
の
参
考

に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

問
地
方
自
治
法
第
１
７
０
条
に
規
定
す
る
事

務
を
司
る
と
き
の
留
意
点
は
。

答
与
え
ら
れ
た
重
要
な
職
務
に
よ
り
、
日
々

の
資
金
不
足
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
留
意

し
、
適
正
な
執
行
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
新
し
い
漏
水
防
止
技
術
の
取
り
組
み
は
。

答
来
年
度
か
ら
の
漏
水
調
査
業
務
委
託
に
、

人
工
衛
星
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
手
法
の
導
入

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
な
ぜ
、
自
己
都
合
退
職
者
は
保
険
税
減
免

の
対
象
に
で
き
な
い
の
か
。

答
正
当
な
理
由
の
な
い
自
己
都
合
退
職
者

に
、
減
免
を
適
用
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
就
労
支
援
・
生
活
支
援
は
、

保
険
制
度
と
は
別
途
行
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

公
明
党

島
田 

健
一

9

前
新
会

冨
永 

千
香

10

前
新
会

山
口 

俊
樹

11

市
政
同
志
会

図
師 

勝
幸

12

公
明
党

谷
口 

真
理
子

5

令
政
会

日
髙 

透

6

前
新
会

近
藤 

慶
子

7

同
志
会

今
田 

裕
信

8

民
間
企
業
等
へ
の
職
員
派
遣

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

ま
ち
づ
く
り
組
織
の
設
置

令
和
５
年
度
予
算
編
成

子
ど
も
の
死
亡
事
故

久
峰
総
合
公
園
整
備

新
町
・
追
手
団
地
建
替
事
業

ひ
き
こ
も
り
支
援
条
例
の
制
定

不
登
校
児
童
生
徒
支
援

子
ど
も
た
ち
の
マ
ス
ク
着
用

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
の
取
組

市
長
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

会
計
管
理
者
制
度

漏
水
対
策

国
民
健
康
保
険
税
と
コ
ロ
ナ
減
免

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
出
席
扱
い

ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
今
後
の
課
題

森
林
環
境
整
備
の
進
捗
状
況

ク
ロ
ス
モ
ー
ル
清
武
対
岸
の
崩
落
危
険
性

危
機
管
理
の
対
応

公
共
施
設
・
用
地
の
整
備
と
管
理

農
業
分
野
の
諸
問
題

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

鏡
洲
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
等
Ｓ
Ｌ
Ｄ
の
支
援

侍
ジ
ャ
パ
ン
宮
崎
合
宿
を

本
市
の
Ｐ
Ｒ
の
絶
好
の
機
会
と
し
て
活
用
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登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。
一般質問の映像を公開していますので、詳しい内容は右のQRコードをスマートフォンで読み取ってご確認ください。

宮崎市議会
議会中継
Webサイト

問
10
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
で
肉
の
旨

み
が
日
本
一
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
農
業
の
振

興
、
観
光
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
向
上
対
策
等
の

面
で
ど
う
活
か
す
の
か
。

答
様
々
な
面
か
ら
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
図
り
、
農

家
所
得
の
向
上
と
誘
客
を
図
り
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
窓
口
も
広
げ
寄
附
増
額
に
努
め
ま
す
。

問
11
月
よ
り
指
名
競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争

入
札
を
試
行
し
て
い
る
が
、
関
係
業
者
の
意
見

は
酌
み
取
っ
て
い
る
の
か
。

答
来
年
三
月
ま
で
の
結
果
を
参
考
に
、
業
者

の
意
見
を
聞
い
て
円
滑
な
制
度
を
目
指
し
ま
す
。

問
「
保
育
士
等
確
保
の
た
め
の
処
遇
改
善
補
助

事
業
」
は
、
物
価
高
や
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
苦
し
む
園

の
運
営
や
、
若
い
人
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
充
実
も
し
く
は
継
続
す
べ
き
で
は
。

答
本
市
独
自
の
事
業
で
す
が
、
保
育
士
を
確

保
す
る
上
で
も
効
果
的
と
の
声
が
あ
り
、
関
係

団
体
と
協
議
を
行
い
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
動
時
、
住
民
は
避
難
先
が

わ
か
ら
な
い
が
、
周
知
し
な
い
の
か
。

答
市
内
の
公
立
学
校
や
公
共
施
設
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
賃
金
処
遇
改
善
の
対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
日
中
一
時
支
援
や
、
地

域
生
活
支
援
事
業
所
へ
の
対
応
は
。

答
そ
れ
ぞ
れ
事
業
の
検
証
を
行
い
、
単
価
等

に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
進
め
る
中
で
、
今

回
の
処
遇
改
善
の
趣
旨
も
考
慮
し
て
い
き
ま
す
。

問
女
性
健
康
支
援
事
業
に
お
け
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
活
用
の
検
討
状
況
は
。

答
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
は
７
月
か
ら
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
の
で
活
用
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

問
本
市
の
動
物
愛
護
施
策
は
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

答
動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
自
治
会
を

は
じ
め
関
係
団
体
の
方
々
の
協
力
な
し
で
は
、
本
市
の

動
物
愛
護
施
策
は
成
り
立
た
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
行
政
と
市
民
が
連
携
を
深
め
、
人
と
動
物
が

真
に
共
生
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

問
災
害
に
よ
り
崩
落
し
た
赤
谷
墓
参
道
は
緊

急
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
今
後
の

住
民
の
避
難
に
つ
い
て
市
の
対
応
は
。

答
市
道
に
つ
い
て
は
赤
谷
１
号
線
道
路
改
良
事
業

と
し
て
事
業
化
を
行
い
、早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

問
総
事
業
費
３
０
０
億
円
を
想
定
し
た
場

合
、
財
政
負
担
の
総
額
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

答
75
％
分
の
２
２
５
億
円
を
市
債
、
残
り
25
％

分
の
75
億
円
を
基
金
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

問
総
事
業
費
３
０
０
億
の
場
合
、
事
業
実
施

中
、
地
方
債
償
還
時
の
財
源
内
訳
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
市
債
対
応
分
の
２
２
５
億
円
に
つ
い
て
は
、

借
入
元
金
と
利
子
を
償
還
し
て
い
き
ま
す
が
、

中
期
財
政
計
画
に
お
い
て
、
他
の
市
債
と
同
様

に
財
源
は
一
般
財
源
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問
令
和
７
年
度
ま
で
、
毎
年
15
億
円
を
積
み

立
て
る
と
し
て
い
る
が
、
既
存
事
業
な
ど
他
の

事
業
に
及
ぼ
す
影
響
は
な
い
の
か
。

答
財
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業

評
価
に
よ
り
事
業
の
有
効
性
と
成
果
を
見
極

め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
進
め
、
選
択
と

集
中
の
観
点
か
ら
真
に
必
要
な
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
財
源
を
活
用
し
て
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
進
め
る
上
で
、
本
市
の
洋
式
化
率
の
現
状
値

40
％
が
、
全
国
平
均
57
％
を
上
回
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
有
効
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

問
本
市
に
お
い
て
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
国
際
会
議
が

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
市
長
の
思
い
を
伺
い
た

い
。
田
野
・
清
武
地
域
の
日
本
農
業
遺
産
に
つ
い

て
具
体
的
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
本
市
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
絶
好
の

機
会
で
あ
り
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

記
憶
に
残
る
会
合
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
県
や
関
係
機
関
・
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
田
野
・
清
武
地
域
の
魅
力
や
素
晴
ら
し
さ
を
、

国
内
外
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

問
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
場
所
は
、
ど

の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
か
。
周
知
方
法
と
し

て
表
示
看
板
は
設
置
で
き
な
い
か
。

答
県
に
よ
り
市
内
全
域
で
１
、８
７
７
か
所

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
説
明
会
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
周
知
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
箇

所
に
看
板
設
置
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
公
民
館
の

掲
示
板
等
に
提
示
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

問
市
道
、
公
園
、
空
き
家
、
空
地
等
の
雑
草

対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
管
轄
部
署
は
違
っ
て
い
て
も
本
市
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

担
当
課
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

立
憲·

国
民·

社
民
の
会

上
沖 

篤
史

13

市
政
同
志
会

黒
木 

恒
一
郎

14

政
友
会

松
山 

泰
之

15

は
ま
ゆ
う

松
山 

清
子

16

福
祉
従
事
者
の
賃
金
処
遇
改
善

不
妊
症
・
不
育
症
支
援

動
物
愛
護

災
害
危
険
箇
所

Ｇ
７
宮
崎
農
業
大
臣
会
合

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
表
示

雑
草
対
策

宮
崎
牛
を
活
か
し
た
戦
略

入
札
制
度
の
試
行

保
育
士
・
園
の
処
遇

国
民
保
護
法

新
庁
舎
建
設

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

8 件の議案について審査を行い、全て全員一致で
可決しました。なお、審査の過程で以下のような
意見要望が出されました。

12 件の議案及び 1 件の請願について審査を行い、
議案は全て全員一致で可決、 請願は賛成者なく不
採択としました。なお、審査の過程で以下のよう
な意見要望が出されました。

8 件の議案及び 1 件の請願について審査を行い、
議案は全て全員一致で可決、請願は賛成者なく不
採択としました。なお、審査の過程で以下のよう
な意見要望が出されました。

15 件の議案について審査を行い、うち 14 件を全
員一致で、1 件を賛成多数で可決しました。なお、
審査の過程で以下のような意見要望が出されまし
た。

総務財政委員会

文教民生委員会

建設企業委員会

市民経済委員会

指定管理者の指定

選定委員と応募団体の利害関係について、今後は
文書にて確認することに努めること。

出産・子育て応援事業

流産及び死産された方のうち、令和４年４月１日
以降に妊娠届を提出された方についても妊娠届出
時の現金支給の対象とのことです。流産及び死産
された方については、心身に大きな負担があるこ
とから、事業対象者
に送付する案内文書
の文言について、十
分配慮すること。

庁舎等改善費、執務室電気設備設置工事
及び備品等運搬業務委託

庁舎の狭隘化解消のため、本庁舎周辺の民間ビ
ルを借り上げ、執務室等として活用するに当たり、
今後も執務スペース等の確保のために、書類の保
管方法の在り方の見直しや、
各総合支所庁舎等の既存ス
ペースの有効活用など、全
庁的な対策及び改善に努め
ること。

宮崎市駐車場条例の一部改正

上野町駐車場の用途廃止を行い、当面は駐輪場
として利用するとのことですが、 地元自治会から敷
地内のトイレを残してほしいとの意見があることか
ら、近隣住民等への説明責任を果たすとともに、
市民の意見を参考に活用策を検討するよう、また、
自転車とバイクの駐車区分を設けるなど、駐輪場
の事故防止等に努めること。

４
つ
の
常
任
委
員
会
は
、本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た

議
案
や
請
願
な
ど
に
つ
い
て
専
門
分
野
ご
と
に
詳
し
く
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
定
例
会
の
審
査
報
告
の
主
な
も
の
を
ま
と
め
ま
し
た
。

ナショナルチーム宮崎合宿受入事業

多くの来場者が予想され、周辺の交通渋滞等が懸
念されることから、関係機関と連携し、スムーズ
な運営に努めること。

指定管理者の指定

選定委員と指定管理者候補者との利害関係の調査
方法が担当課によって様々であったため、全庁的
に統一した対応を検討すること。

※写真は上野町駐車場
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特別委員会 活動報告

子ども・子育て環境調査特別委員会

新庁舎あり方検討特別委員会

新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会

各特別委員会では今年度の主なテーマを定め、市役所執行部への事情聴取や議員間討議などを行っています。

主な活動主な活動

主な活動主な活動

主な活動主な活動

今後の予定今後の予定

今後の予定今後の予定

今後の予定今後の予定

提出議案の
議決結果一覧

11月臨時会では2議案が原案可決、1議案が修正可決されました。 
また、 12月定例会では一般会計補正予算をはじめ37議案が原案
可決、 人事案件3議案が異議なし、 委員会提出議案及び議員提出
議案5件が原案可決、請願2件が不採択となりました。

前
新
会

公
明
党

立
憲・国
民・

社
民
の
会

同
志
会

令
政
会

政
友
会

市
政
同
志
会

は
ま
ゆ
う

日
本
共
産
党

た
ま
ゆ
ら
会

創
政
会

（7） （6） （6） （4） （4） （3） （3） （3） （1） （1） （1）

市長提出議案 第115号
（修正案） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派（人数）

市長提出議案

第118号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
第129号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
第135号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
第140号 ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○
第143号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
第153号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
第154号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

請願
第3号 ● ● ○3●2 ● ● ● ● ● ○ ● ●
第4号 ● ● ○3●2 ● ● ● ● ● ○ ● ●

令
和
４
年
11
月

臨
時
会

令
和
４
年
12
月

定
例
会

議案番号

※ 鈴木一成議長（前新会）は、表決に加わりません。

上記結果に※印がついたものは、
賛成・反対がどちらもあった議案です。

「○」は賛成、「●」は反対

表決が分かれた議案の
会派別賛否一覧

種類 番号 件名 結果

11
月
臨
時
会

市
長
提
出

議
案

115 令和4年度宮崎市一般会計補正予算（第11号）案 修正可決※

116 令和4年度宮崎市公営住宅建設資金特別会
計補正予算（第1号）案 原案可決

117 令和4年度宮崎市卸売市場特別会計補正予
算（第2号）案 原案可決

12
月
定
例
会

委
員
会
提
出

議
案

4 宮崎市議会の個人情報の保護に関する条例案 原案可決
5 宮崎市議会基本条例の一部を改正する条例案 原案可決
6 宮崎市議会会議規則の一部を改正する規則案 原案可決

議
員
提
出

議
案

8 帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種
化を求める意見書案 原案可決

9 知的障がい者・知的障がい行政の国の対応
拡充を求める意見書案 原案可決

市
長
提
出
議
案

118 令和4年度宮崎市一般会計補正予算（第12号）案 原案可決※

119 令和4年度宮崎市卸売市場特別会計補正予
算（第3号）案 原案可決

120 令和4年度宮崎市公設合併処理浄化槽事業
特別会計補正予算（第1号）案 原案可決

121 令和4年度宮崎市宅地造成事業特別会計補
正予算（第1号）案 原案可決

122 令和4年度宮崎市水道事業会計補正予算
（第1号）案 原案可決

123 令和4年度宮崎市公共下水道事業会計補正
予算（第1号）案 原案可決

124
「特定事業契約の締結について（宮崎市営住
宅新町・追手団地PFI方式建替事業）」の議決
事項の一部変更について

原案可決

125 みやざきアートセンターの指定管理者の指定について 原案可決

126 宮崎市自然休養村センターの指定管理者の
指定について 原案可決

127 宮崎市青島ビーチセンターの指定管理者の
指定について 原案可決

128 宮崎市生目の杜運動公園の指定管理者の指
定について 原案可決

129 宮崎市田野運動公園等の指定管理者の指定
について 原案可決※

130 宮崎市天ケ城公園等の指定管理者の指定に
ついて 原案可決

131 宮崎科学技術館の指定管理者の指定について 原案可決
132 大淀川学習館の指定管理者の指定について 原案可決

133 宮崎市生目の杜遊古館等の指定管理者の指
定について 原案可決

134 宮崎市安井息軒記念館の指定管理者の指
定について 原案可決

135 宮崎市個人情報の保護に関する法律施行条
例の制定について 原案可決※

136 宮崎市新型コロナウイルス感染症緊急対策
利子補給基金条例の一部改正について 原案可決

種類 番号 件名 結果
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市
長
提
出
議
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137 宮崎市原油・原材料高対策特別貸付利子補
給基金条例の制定について 原案可決

138 宮崎市児童プール条例の一部改正について 原案可決

139 宮崎市公設合併処理浄化槽条例の一部改
正について 原案可決

140 宮崎市駐車場条例の一部改正について 原案可決※

141 宮崎市地区計画の区域内における建築物
の制限に関する条例の一部改正について 原案可決

142 宮崎市営住宅条例及び宮崎市山村定住住
宅条例の一部改正について 原案可決

143 令和4年度宮崎市一般会計補正予算（第13号）案 原案可決※

144 令和4年度宮崎市公営住宅建設資金特別会
計補正予算（第2号）案 原案可決

145 令和4年度宮崎市国民健康保険特別会計補
正予算（第1号）案 原案可決

146 令和4年度宮崎市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第1号）案 原案可決

147 令和4年度宮崎市卸売市場特別会計補正予
算（第4号）案 原案可決

148 令和4年度宮崎市介護保険特別会計補正予
算（第2号）案 原案可決

149 令和4年度宮崎市水道事業会計補正予算
（第2号）案 原案可決

150 令和4年度宮崎市公共下水道事業会計補正
予算（第2号）案 原案可決

151 令和4年度宮崎市農業集落排水事業会計補
正予算（第1号）案 原案可決

152
宮崎市職員の給与に関する条例及び宮崎市
一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部改正について

原案可決

153 宮崎市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部改正について 原案可決※

154
宮崎市常勤の特別職の給与に関する条例及
び宮崎市教育長の給与等に関する条例の一
部改正について

原案可決※

155 宮崎市副市長の選任について 異議なし
156 宮崎市公平委員会委員の選任について 異議なし

157 宮崎市固定資産評価審査委員会委員の選任
について 異議なし

報
告

43 専決処分の報告について 終了
44 専決処分の報告について 終了
45 専決処分の報告について 終了
46 専決処分の報告について 終了
47 専決処分の報告について 終了

請
願

3 消費税インボイス制度の実施延期を求める
意見書提出について 不採択※

4 国民健康保険税の引き下げ等について 不採択※

●2022年9月 所管施設視察

●2022年7月 所管施設の視察

●2022年11月 八王子市や荒川区、さいたま市への
　行政視察

●2022年10月 渋谷区や越谷市への行政視察

●2022年11月 オンライン視察

児童相談所設置に向けた情報収集や課題を抱える
家庭・児童等への支援の調査を行うため所管施設
視察を実施しました。

今後の地域センターや総合支所のあり方等を検討
するため所管施設の視察を実施しました。

●2022年8月・9月 意見交換
8月はスクールカウンセラー及びスクールソーシャル 
ワーカーと、9月は学校の先生方との意見交換を行
いました。

●2022年12月 意見交換
PTA協議会や地域の主任児童委員等との意見交換
を実施しました。

本市では、現在児童相談所設置の検討がなされてお
り、本委員会でも引き続き調査研究を行い、子どもの
最善の利益を考える視点を踏まえ執行部への意見要
望を行う予定です。

本市においては、令和4年度内に建設場所の決定がな 
される予定ですが、今後も引き続き調査研究を行い、
市民の皆様からいただいた意見も踏まえ、執行部へ
の意見要望を行う予定です。

これらの活動をとおして、執行部
への意見要望を行っていきます。

児童相談所設置の経緯や課題、子育て家庭への支
援等について調査研究を行いました。

新庁舎建設の基本方針、事業手法及び新庁舎規模
の算定方法等について調査研究を行いました。

滋賀県教育委員会へオンラインでの視察を実施し、
コロナ禍における先進的な取り組みと課題について
調査研究を行いました。

今年度の主なテーマ : 子どもの権利と家庭が抱える諸問題

今年度の主なテーマ : 新庁舎に必要な機能、建設場所、基本構想について

今年度の主なテーマ :コロナ禍における課題のうち「学校における子供たちへの影響」
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より多くの方に情報をお届けす
るためにインスタグラムを開設
しました。ぜひフォローしてくだ
さい。

インスタグラムを開設

編 集 後 記市議会ホームページも、ぜひご活用ください!

公式Facebookでは、一般質問
の要旨や常任委員会・特別委
員会の活動などをメインに情
報を発信しています。

市議会ホームページでは、

議会の最新ニュースや会議

録をはじめ、議会に関する

さまざまな情報を発信して

います。インターネットなら

ではの便利な機能もご用意

していますので、「みやざき

市議会だより」と併せてご

活用ください。

会議録の検索、閲覧が可能

市議会ホームページなら…

平成元年以降の会議録が登録されてお
り、「発言者」や「会議録の種類」、「日付」
などで文書を絞り込むことができます。

ホームページで本会議を中継！
市議会ホームページで定例会や臨時会
の本会議を中継しています。過去の議
会の録画映像もご覧いただけます。

https://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/parliament/

Facebookでも情報を発信

議会を傍聴しませんか
市議会の本会議や常任委員会、特別委員会は自由に
傍聴できます。傍聴の際は、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、マスク着用等にご協力ください。

市議会からのお知らせ

宮崎市議会議会中継
ホームページ

本会議の模様を宮崎ケーブルテ
レビ（地上11ch）で
放送しています。

インターネットで見るテレビで見る
本会議の模様を中継・録画配信し
ています。ホームページ
からアクセス
してください。

※会期日程は変更になることが
あります。正式な日程が決定し
ましたらホームページにアップし
ます。

次の定例会は

予定

3月定例会
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　3年ぶりに議会報告会を開催いた
しました。
　宮崎市議会基本条例には「議会
活動について市民に対し報告等を行
う場を設け、情報提供及び情報共
有に努めるものとする。」と規定され
ています。
　議員と市民で情報や意見の交換
を行い、そして議会に関心を持って
いただくことも開催目的の一つで
す。
　昨年12月の県知事選挙の投票率
は56.69％で、前回（4年前）を大き
く上回る結果となりました。今年4月
には統一地方選挙が行われます。投
票率向上につながるよう今後とも開
かれた議会をめざしてまいります。

広報広聴委員会　編集委員
黒川　正信
時任　砂織

小牧　義隆
外山　順一

図師　勝幸


